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表１ 江津市桜江町地区別人口推移 (1988年～2006年) 単位(人口：人､ 率：％､ 世帯：世帯)
地 区 別 項 目 1988年 1993年 1996年 2001年 2004年 2006年
長 谷
人 口 428 400 389 380 378 367
65歳以上人口 144 159 162 191 184 176
高 齢 化 率 33.6 39.8 41.6 50.3 48.7 48
高 齢 者 世 帯 24 50 57 67 66 ―
独 居 世 帯 11 20 23 33 33 ―
市 山
人 口 995 991 940 949 925 895
65歳以上人口 221 257 271 294 278 271
高 齢 化 率 22.2 25.9 28.8 31 30.1 30.3
高 齢 者 世 帯 59 69 72 93 92 ―
独 居 世 帯 27 39 36 45 46 ―
川 戸
人 口 960 898 867 812 760 743
65歳以上人口 223 269 273 294 288 300
高 齢 化 率 23.2 30 31.5 36.2 37.9 40.4
高 齢 者 世 帯 66 98 95 118 118 ―
独 居 世 帯 29 53 48 61 64 ―
谷住郷
人 口 790 759 747 673 641 615
65歳以上人口 222 255 261 241 238 221
高 齢 化 率 28.1 33.6 34.9 35.8 37.1 35.7
高 齢 者 世 帯 65 80 87 83 84 ―
独 居 世 帯 32 40 41 41 44 ―
川 越
人 口 1,103 1,013 970 900 854 810
65歳以上人口 324 367 388 375 374 365
高 齢 化 率 29.4 36.2 40 41.7 43.8 45.1
高 齢 者 世 帯 86 117 134 148 158 ―
独 居 世 帯 40 53 69 81 89 ―
全 町
人 口 4,276 4,061 3,913 3,714 3,558 3,430
65歳以上人口 1,134 1,307 1,355 1,395 1,362 1,333
高 齢 化 率 26.5 32.2 34.6 37.6 38.3 38.9
高 齢 者 世 帯 300 414 445 509 518 ―




















































じく､ 山間地 (市山・谷住郷) の増加率よりも平坦












なっている｡ 山間地 (長谷・市山・谷住郷) の増加
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表２ 桜江町地区別集落一覧表
地区別 1988年調査時の 集 落 名
2004年調査時
世帯数 (世帯) 人口 (人) 独居老人世帯 高齢者夫婦世帯 集落規模
長谷 長 谷 西
53 135 10 11
超高齢集落
長 谷 東
(8集落) 八 戸 東
30 67 6 11
↓ 八 戸 西
(6集落) 勝 地 11 33 4 3 限界集落




市山 市 東 不明
本 町 63 177 10 1 －
(7集落) 後 山 上
7 12 2 3 限界集落
↓ 後 山 下
(6集落) 小 一 山 17 66 4 2 －
今 田 94 346 9 9 －
江 尾 60 155 6 6 －
川戸 町 48 127 6 14 －
沖 市 34 81 8 8 －
(8集落) 高 尾 36 82 8 6 －
↓ 三 田 地 25 69 3 10 －
(6集落) 小 田 上 62 162 9 7 －
小 田 下 69 161 16 10 －
志 谷 11 26 3 2 限界集落
後 山 中 11 21 2 1 限界集落
谷住郷 船 津 30 75 4 2 －
妙 見 谷 18 50 1 1 －
(10集落) 市 29 76 3 8 －
↓ 長戸路・押出
10 13 4 3 限界集落
(8集落) 入 野
天 神 郷 52 146 10 13 －
谷 29 84 2 10 －
大 口 15 45 3 5 限界集落
下 の 原 53 155 6 16 －
川越 鹿 賀 59 141 19 9 －
渡 59 135 14 5 －
(7集落) 渡 田 59 157 12 8 －
↓ 田 津 39 109 8 11 －
(7集落) 上 大 貫 65 157 13 15 －
下 大 貫 38 109 7 16 超高齢集落
坂 本 15 42 2 2 限界集落
本表は1988年12月調査時の桜江町集落40集落の集落名と､ 2004年8月調査時の集落世帯状況を一覧表に筆者がまとめたも
のである｡ 集落規模欄の超高齢集落とは ｢70歳以上の高齢者割合が30％を超える集落｣ であり､ 限界集落とは ｢65歳以上高




















下し､ かつ安全安心対策､ 共同作業､ 山林田畑管理
などこれまで集落住民が果たしてきた集落機能が崩
















































1963年､ 1965年､ 1972年､ 1980年､ 1983年､ 1988年
と豪雨災害に見舞われている)､ 都市への流出が激















































































































































































































































































































































































































































































































































生活費 (電気水道などの光熱水費､ 交通費､ 通信費)












退が生じている｡ それは､ 集落維持 (共同行事､ 共
同作業) 能力の低下や高齢化による集落の自治機能















































































































































































































流出と人口減少) にみられる ｢人の空洞化｣､ 1980
年代から耕作地や林業の放棄に見られる ｢土地の空
洞化｣､ そして1990年代後半からの限界集落化や集




































１) 現代福祉学レキシコン (京極高宣監修､ 雄山閣














例えば邇摩郡 (温泉津町や仁摩町) 34.2％､ 邑智
郡 (桜江町他６町村) 33.4％､ 鹿足郡 (津和野町

























６) 第４回調査は､ 拙著 ｢超高齢社会における高齢
者の福祉ニーズと課題｣ 超高齢社会における生活
支援システム構築に関する研究p31-36及び








８) 同調査は､ 2007年８月に実施している｡ その調
査結果については ｢超高齢社会における社会問題
と社会政策に関する実証的研究Ⅱ｣ 島根県立大学
短期大学部松江キャンパス研究紀要第46号2008年
３月発行を参照されたい｡
(平成22年11月26日受理)
－ 50 －
